
屈曲した道路境界における適合領域および算定線の発生法

１　入隅敷地における適合領域の考え方（基本の考え方）

２　入隅を含む三方道路の適合領域の設定法

３　入隅を含む四方道路の適合領域の設定法

４　入隅部および西側道路が斜になる場合

５　最大幅員と狭い道路が横並びで通りぬける場合

６　最大幅員と狭い道路が横並びで２a範囲内で屈曲点がある場合（入隅の場合）

７　最大幅員と狭い道路が横並びで２a範囲内で屈曲点がある場合（出隅の場合）

　８　屈曲敷地の効率的な手法：実践編



１　入隅敷地における適合領域の考え方（基本の考え方）

①入隅部を
４角で処理
する方法同
一勾配

②入隅部を
円弧で処理
し同一勾配

③入隅部を
円錐で処理

入隅部における適合領域は当該道路境界を
窓面に設定し入隅部の半分の角度までを各
算定位置から可視範囲を適合領域とする。入
隅部の適合領域の作成方法は①同一勾配で
他方の境界の有効距離までを４角形で処理す
る方法（適合領域が長めに設定される）②入
隅部から円弧で適合領域を同一距離で設定
する方法③②と同様だが勾配をすり鉢状に設
定する方法が考えられる。高さ制限に適合し
ていればいずれの手法でも設定が可能です。
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２　入隅を含む三方道路の適合領域の設定法

２a

有効距離
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３　入隅を含む四方道路の適合領域の設定法

道路中心１０ｍ以上は最大幅員から有効距離ま
で適合領域が発生する。南側の道路中心１０ｍ
の領域で適合および算定線が制限される。

三方道路と比較すると
西側道路中心１０ｍの
影響で算定線：適合領
域の幅が制限狭くなる。

２a
有効距離
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４　入隅部および西側道路が斜になる場合

南側道路中心１０ｍは４角形の際、当該境界線に垂直に適
合領域を発生する。東側斜の最大幅員から２aの範囲がや
はり平行で斜に設定される。算定線はその最大幅となる。

最大幅員の範囲は西側斜の影響をうけ西側が斜になる。

近似多角頂点数を多くし円弧処理した場合
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５　最大幅員と狭い道路が横並びで通りぬける場合

当該境界線に垂直に
適合領域が発生する。

円弧で処理した場合道路中心１０ｍの算定線の幅
円弧の為広くなり４角で処理した左図と異なる
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６　最大幅員と狭い道路が横並びで２a範囲内で屈曲点がある場合（入隅の場合）

南側最大幅員の領域はすべて入隅になる為両側の適合領
域まで範囲を延長した表示となり計算時に窓処理される。

道路中心１０ｍは当該境
界に垂直に発生

西側には最大幅員の領域と境界点がある為
狭い範囲の領域および算定線が発生する。

西側は２aと有効距離の範囲が算定

左端垂線から平行に発生する。
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算定線左側が出隅の為が算
定線から垂直にカットされる。

７　最大幅員と狭い道路が横並びで２a範囲内で屈曲点がある場合（出隅の場合）

両側の境界が入隅の為、
領域を延長し計算時窓範

囲で領域設定。
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８　屈曲敷地のグループ化の手法

①天空率敷地で同一
区間設定を行う。

②算定領域を発生する際に「自動発生方式詳細」で「同一区間設定さ
れた算定領域を自動でグループ化」「道路境界」をチェックする。

③算定線は道路境界に平行に発生し結線されません。（JCBO方式では算定線は
自動で作図されます。）２線分を選択し右ボタンメニューから2戦接続を行う。
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８　屈曲敷地の効率的な手法実践編

最大幅員６ｍと４ｍの屈曲敷地

境界点（屈曲点）が多く効率的に行うには
天空率敷地で同一区間の設定などを行う。

①同一区間に設定可能な境界を選択し「同一区
間設定」「外壁後退同一設定」を行う。

②直線上の境界点で削除可能な点を選択し削除する。 ③効率的に４ｍ境界の天空率計算を行う為には４
ｍ道路となりあう６ｍの道路境界以外を便宜的に全
て隣地に設定し道路の計算条件から除外する。

その１天空率敷地における設定
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その２天空率算定領域における設定

①「自動発生方式詳細」で「・・・同一区間敷地
境界・・自動グループ化」の設定を確認

②全境界発生「道路」をクリックすると４ｍ部
分のみの計算を実行する。本例で約４５秒

③天空率表示ダイアログ
の「全境界を解除し「道
路境界」「最大幅員」を
チェックすると最大幅員
の領域を全て表示する。
「同時計算グループ」を
チェックしNO指示により

個別表示が可能になる。

④天空率表示ダイアロ
グの「全境界を解除し

「道路境界」「１０m範囲」
をチェックすると１０ｍ領
域を全て表示する。「同
時計算グループ」をチェッ
クしNO指示により個別

表示が可能になる。

⑤同時計算グ
ループの算定
線を接続する。
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